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要約 

局舎からの VDSL のためのスペクトル・マスクを提言し、JJ 100 に対するスペクトル適合

性の解析結果を示す。どちらのマスクもクラス B に適合することを示す。また、必要な場

合は VDSL と同じアンブレラ(umbrella)の下にA++ を追加し、スペクトルと伝送電力に関

する制限が同じになるようにすることを提言する。 
  

1 概要 
 

 TTCは、表1、2、図1、2 に示すスペクトル・テンプレートに基き、クラス B のすべての

回線用に局舎からの VDSL を承認することを提言する。これらのテンプレートはANSI に
従うものであり、上り方向では 25～138KHz の低周波数が使用される。ANSI に従い、

TTCは2つのテンプレートM1、M2 を提言する。これらのテンプレートは、JJ100 の条件に

従ってチェックした結果, 保護される他のサービスと同じカッド内で使用できる互換性

があることがわかった。結果を表3、4に示す。 

また、TTCは、必要ならばVDSL と同じアンブレラの下にA++ を追加することを提言す

る。両者は次世代広帯域幅アプリケーションのためのソリューションであるため、互換性

があり相互に干渉しないものでなければならない。A++ は新しいサービスであるため、設

置済みの局舎からの VDSL に悪影響を与えるような方法で設置することは許されない。

[3] の示すところによると、VDSL と同じサービスを A++ で提供する場合、VDSL よりも 
A++ の方が発生するスペクトル雑音(spectral pollution)が多い。また、 [4] の示すところに

よると、VDSL と比較した場合、現実には A++ で伝送電力を大きくしても距離は伸びな

い。  

2 テンプレート 
 
以下に示すテンプレートは ANSI に基いており、上り方向では 25KHz～138KHz の比較的

低い周波数を使用している。307～402KHz の周波数範囲では、5Km でのスペクトル適合

性に関する問題を解決するためテンプレートは–90dBm/Hz から–93.5dBm/Hz と小さくなっ

ている。結果は、–90dBm/Hz の位置にピーク値がある(公称伝送電力を示すテンプレート

とは逆になる)G.992.1 の上り方向に関する JJ100 の定義に類似している。  
 
上り方向用のテンプレート M1、M2 はどちらも、総伝送電力が 14.5dBm に制限されてい
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る。 
 

PSD (dBm/Hz) 周波数(kHz) 
M1 M2 

0 < f < 4 -101 
4< f < 25 -101 + 23.83*log2(f/4) 

25 < f < 138 -38 
138 < f < 307 -38 – 48.11*log2(f/138) 
307 < f < 482 -93.5 – 9.99*log2(f/307) 

482 < f < 3575 -100 -1.73*log2(f/482) 
3575 < f < 3750 -105 + 363*log2(f/3575) 
3750 < f < 5200 -60 -53 
5200 < f < 5375 -80 – 565*log2(f/5200) 
5375 < f < 8325 -107 
8325 < f < 8500 -107 + 900*log2(f/8325) 

8500 < f < 12000 -60 -54 
12000 < f < 12175 -80 – 1293*log2(f/12000) 
12175 < f < 30000 -107 – 2.31*log2(f/12175) 

 
表 1: 上り方向用のテンプレート 

 
 
下り方向用のテンプレート M1、M2 はどちらも、総伝送電力が 14.5dBm に制限されてい

る。 
 

PSD (dBm/Hz) 周波数 (kHz) 
M1 M2 

0 < f < 4 -101 
4< f < 138 -93.5 

138 < f < 1104 -40 
1104 < f < 1622 -40 – 36*log2(f/1104) -40 – 18*log2(f/1104) 
1622 < f < 3750 -60 -50 -2.89*log2(f/1622) 
3750 < f < 3925 -80 - 380*log2(f/3750) 
3925 < f < 5025 -105 
5025 < f < 5200 -105 + 506*log2(f/5025) 
5200 < f < 8500 -60 -55 
8500 < f < 8675 -80 - 918*log2(f/8500) 

8675 < f < 12000 -107 
12000 < f < 30000 -107 – 2.27*log2(f/12000) 

 
表 2: 下り方向用のテンプレート 

 



 
 
 

 
 

図 1: M1 上り方向用のテンプレート 
 
 

 
 

図 2: M1 下り方向用のテンプレート 
 
 
 
 



 
 
 

 
 

図 1: M2 上り方向用のテンプレート 
 

 
 

 
 

図 2: M2 下り方向用のテンプレート 



 

3 VDSL の M1、M2 マスクのスペクトル適合性 
 
JJ100 の指示に従いスペクトル適合性の解析を行った。使用したループは G.996.1 モデル

をベースにした 0.4mm とポリエチレンの組み合わせである。使用した漏話モデルは NTT 
の測定に基くものであり、総務省[1] の承認を得、Globespan Virata [2] に引用されている。

使用したケースでは、カッド内に 1 つ、カッド間に 4 つ、合計で 5 つの分配要素がある。 
 
 
テンプレート M1 のスペクトル適合性に関する結果 
 

  TCM-ISDN G.992.1  
Annex A 

G.992.2  
Annex A G.992.1 Annex C G.992.2 Annex C 

距離     (FDM)      DBM   FBM DBM  FBM 
  DS US DS US DS US DS US DS US DS US DS US

0.5 144 144 7104 832 3008 832 7104 832 2624 288 3008 832 1088 288
0.75 144 144 7008 832 3008 832 7008 832 2592 288 3008 832 1088 288

1 144 144 6880 832 3008 832 6880 832 2528 288 3008 832 1088 288
1.25 144 144 6784 832 3008 832 6784 832 2496 288 3008 832 1088 288
1.5 144 144 6624 832 2976 832 6624 832 2432 288 2976 832 1088 288
1.75 144 144 6496 832 2976 832 6496 832 2400 288 2976 832 1088 288

2 144 144 6368 832 2976 832 6368 832 2336 288 2976 832 1088 288
2.25 144 144 6208 832 2944 832 6208 832 2304 288 2944 832 1088 288
2.5 144 144 5952 832 2912 832 5952 832 2208 288 2912 832 1056 288
2.75 144 144 5504 832 2880 832 5504 832 2048 288 2880 832 1056 288

3 144 144 4896 832 2848 832 4896 832 1792 288 2848 832 1024 288
3.25 144 144 4032 832 2720 832 4032 832 1472 288 2720 832 992 288
3.5 144 0 3296 832 2592 832 3296 832 1216 288 2592 832 960 288
3.75 0 0 2656 832 2400 832 2656 832 960 288 2400 832 864 288

4 0 0 2080 832 2112 832 2080 832 768 288 2112 832 768 288
4.25 0 0 1568 832 1728 832 1568 832 576 288 1728 832 640 288
4.5 0 0 1120 832 1344 832 1120 832 416 288 1344 832 480 288
4.75 0 0 768 832 960 832 768 832 256 288 960 832 352 288

5 0 0 448 832 608 832 448 832 160 288 608 832 224 288

 
表 3: M1 の適合性に関する結果 



テンプレート M2 の適合性に関する結果 
 

 

  
TCM-ISDN   G.992.1 

Annex A 
 G.992.2 
Annex A 

G.992.1 Annex C G.992.2 Annex C 

距離   
  (FDM)   

  DBM FBM DBM FBM 

  DS US DS US DS US DS US DS US DS US DS US
0.5 144 144 7104 832 3008 832 7104 832 2624 288 3008 832 1088 288
0.75 144 144 7008 832 3008 832 7008 832 2592 288 3008 832 1088 288

1 144 144 6880 832 3008 832 6880 832 2528 288 3008 832 1088 288
1.3 144 144 6784 832 3008 832 6784 832 2496 288 3008 832 1088 288
1.5 144 144 6624 832 2976 832 6624 832 2432 288 2976 832 1088 288
1.8 144 144 6496 832 2976 832 6496 832 2400 288 2976 832 1088 288
2 144 144 6368 832 2976 832 6368 832 2336 288 2976 832 1088 288

2.3 144 144 6208 832 2944 832 6208 832 2304 288 2944 832 1088 288
2.5 144 144 5952 832 2912 832 5952 832 2208 288 2912 832 1056 288
2.8 144 144 5504 832 2880 832 5504 832 2048 288 2880 832 1056 288
3 144 144 4896 832 2848 832 4896 832 1792 288 2848 832 1024 288

3.3 144 144 4032 832 2720 832 4032 832 1472 288 2720 832 992 288
3.5 144 0 3296 832 2592 832 3296 832 1216 288 2592 832 960 288
3.8 0 0 2656 832 2400 832 2656 832 960 288 2400 832 864 288
4 0 0 2080 832 2112 832 2080 832 768 288 2112 832 768 288

4.3 0 0 1568 832 1728 832 1568 832 576 288 1728 832 640 288
4.5 0 0 1120 832 1344 832 1120 832 416 288 1344 832 480 288
4.8 0 0 768 832 960 832 768 832 256 288 960 832 352 288
5 0 0 448 832 608 832 448 832 160 288 608 832 224 288

 
表 4: M2 の適合性に関する結果 

 

 

4 結論 
 
 
 
 TTC は、局舎からの展開用として、最小許容伝送電力 14.5dBm  の VDSL マスク M1、M2
の承認を提言する。また、ADSL++ を承認することが必要な場合は、マスクと伝送電力に

関して同じ制限を適用することを提言する。 
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